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第40回衛生管理者交流研究会
テーマ:「手袋の素材の簡易透過試験及び
化学物質のリスクアセスメントで活用可能な検知管を使用した濃度測定について」
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2024年6月27日
株式会社ガステック
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会社概要

■名称 株式会社ガステック
設立 1970年9月1日

本社・工場
神奈川県綾瀬市深谷中8-8-6
大阪・九州営業所

■事業内容
気体・水質等簡易測定機器の製造、販売、輸出入

■製品
直読式ガス検知管
酸素 一酸化炭素、硫化水素等の警報器

その他気体測定にかかる周辺機器
（サンプリング、校正等）

啓林館教科書
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検知管とは

■検知管の原理
測定対象ガスを含む試料空気を、検知管を通して吸引すると、試料空気中の対象ガスとの
化学反応によって検知剤が変色することで対象ガスの大気中の濃度を測定することができる
試料空気中に 対象ガスが存在すると空気吸引口側から変色反応が起こり（変色層が現れ）、試料空気中
の対象ガス濃度が高くなるほど（単位体積当たりの対象ガスの量が多いほど）、変色層は⾧くなる

・測定に使用する製品

→検知管（ガラス管に試薬が含有されている）

→気体採取器（空気を採取するためのポンプ）
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検知管の基礎知識

■検知管の特徴

特別な技術が不要

1
現場での校正が不要

2
迅速な判断が可能

3
本体消耗品が安価である
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検知管のタイプ

■単一管 対象気体と直接反応し変色層を作る

■二連管 酸化・除湿剤などの機能をもつ反応管と検知剤が充填され
た測定管を接続し用いる
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検知管の測定時の注意点

●有効期限・保管条件が設定されている
検知管には使用期限がある。短いもので製造から12か月
型式により冷暗所保存（25℃以下），冷蔵庫保存（10℃以下）の2種あり
冷蔵保存の検知管は，速やかに冷蔵庫に保管を。

●環境(湿度・温度)影響あり
検知管は20℃・相対湿度50％の条件下で目盛付されている。
型式によっては，温・湿度の影響を受ける。
その場合取扱説明書に従い，補正を行う。

●共存ガスの影響
類似の性質のガスが共存した場合，測定結果が高くなる（場合により低くな
る）。取扱説明書などを確認し共存ガスが無いか確認する。
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温度補正

・環境温度が25℃の場合補正係数は0.95

検知管の指示値が10ppmの場合

10ppm×0.95=9.5ppm となる。

検知管の測定時の注意点
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■気密性の点検
気体採取器に漏れ（故障）があった場合，検知管の測定値が本来の数値より低くなる。正し
い測定値を得るためにも，必ず測定前に気密性の点検を行う

①検知管取付口のゆるみがないことを確認
し，未使用の検知管をしっかり差し込む

②ハンドルを完全に押し込みガイドマークを
合わせ，ハンドルを一気に引きロックする

③一分後にハンドルを90°回し，指をかけて
支えながらゆっくり引き戻す

④ハンドルが元の位置に戻ればOK

検知管の測定時の注意点
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測定方法（準備）

■測定方法（測定準備）

・測定対象物質と濃度範囲から最適な検知管を選択する

・基準吸引回数，吸引時間，セットの方向などを確認する

・測定環境（温度，湿度，気圧）を事前に調べておく

・干渉ガスの影響欄をチェックする
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■測定方法（手順）

①気体検知管の両端を折りとる ③ガイドマークに合わせてハンドル
を引き，所定の回数吸引する

⑤検知管を取り外し，変色した部分を読み取る④所定の吸引時間やフィニッシュインジ
ケータを目安に吸引終了を確認する

②検知管のG の矢印を採取器に
向け差し込む

測定方法
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■目盛の読み取り方法

変色先端が平らな場合 変色先端が斜めの場合 変色先端の色が淡い場合

変色層先端の数値を
読み取る「5」

淡い変色層の先端と濃い
変色層の中間を読み取る「5」

斜めの部分の中間を
読み取る「5」

測定方法
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■気体の自然拡散の原理を利用した⾧時間用検知管

■測定時は検知管の片側のみを開封し，測定環境に置くことで
試料ガスが検知管内部に拡散し，変色層を形成する

■個人ばく露濃度（TLV-TWA）を測定し、作業者の
ばく露レベルや作業場所内の濃度分布などを把握することが可能

特徴

■小型・軽量で作業を妨げず測定場所も選びません

■簡単直接測定で，分析機器・操作も不要

⾧時間用検知管 パッシブドジチューブについて
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①ドジチューブの片側をドジチューブホルダで折り取る。
このとき測定開始時刻を記録

②ドジチューブを呼吸域付近等に装着し一定時間測定する

③測定終了時のドジチューブの指示値と
終了時刻を記録し濃度を算出

平均濃度(ppm)＝
ドジチューブ指示値(ppm・hr)

測定時間(開始時間－終了時間)(hr)

(例)2D:二酸化炭素測定用
仮に6時間測定して上記写真(上から2本目)のように
1.5%・hrの指示値となった場合
1.5(%・hr)÷6(hr)=0.25％となる

⾧時間用検知管 パッシブドジチューブについて
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